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400年の 未来を

もう一度、築く。

小峰城跡 石垣再生への道。特

集

　

小
峰
城
跡
の
象
徴
で
も
あ
る
石
垣
が
、

３
月
11
日
の
大
地
震
に
よ
り
合
計
９
か
所

崩
落
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
石
垣
全
体
を
対
象

に
、
現
状
確
認
を
行
い
、
国
・
県
と
修
復

に
向
け
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
峰
城
跡
の
被
災
は
、
東

日
本
の
文
化
財
で
最
大
規
模
で
あ
る
と
の

認
識
で
一
致
、
今
後
は
国
の
文
化
財
災
害

復
旧
事
業
に
よ
り
修
復
に
取
り
組
ん
で
行

く
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　石垣の修復にあたり、市
では小峰城跡の古写真や絵
ハガキなどの資料を収集し
ています。
　ぜひ、皆さんがお持ちの
写真などの情報をお寄せく
ださい。
問本庁舎文化財課☎㉗2310

写真などの情報を
　　  お寄せください

■
小
峰
城
跡
石
垣
崩
落
の
様
子

　

小
峰
城
跡
の
石
垣
は
、
築
城
以
来
約

４
０
０
年
に
渡
り
存
続
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
地
震
に
よ
り
９
か
所
崩
落
し
、
そ

の
他
の
部
分
も
崩
落
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
小
峰
城
跡
の
石

垣
を
、
先
人
の
知
恵
に
倣
い
４
０
０
年
先

の
未
来
ま
で
存
続
さ
せ
る
た
め
、
伝
統
的

工
法
に
基
づ
き
石
垣
の
再
生
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

市
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
を
募
り
、

石
垣
の
再
生
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
寄
附
の
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

 

本
庁
舎
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　

今
後
は
、
史
跡
の
保
存
管
理
の
方
針
と

石
垣
の
修
復
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門

家
で
構
成
さ
れ
る
「
小
峰
城
跡
保
存
管
理

計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
立
し
、
検
討
し

ま
す
。

　

ま
た
、
修
復
工
事
に
先
立
ち
発
掘
調
査

や
石
垣
の
測
量
、
樹
木
調
査
な
ど
を
行
い
、

情
報
の
収
集
に
努
め
ま
す
。

　

石
垣
の
修
復
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の

国
に
お
け
る
３
次
補
正
予
算
の
成
立
後
に
、

国
へ
申
請
し
ま
す
。

・
樹
木
調
査　
　
　
９
月
下
旬

・
発
掘
調
査　
　
　
９
月
下
旬
か
ら

・
保
存
管
理
計
画
策
定
委
員
会
設
立　
10
月
１
日

・
現
地
見
学
会　
　
10
月
２
日

・
石
垣
写
真
測
量　
11
月

・
災
害
復
旧
事
業　
12
月
か
ら

■
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

[ 今、そして、未来]

これまでの経過

現 在

被災した文化財で
最大の被害

Part１

[ 今、そして、未来]

今後のプランは？

未 来

小峰城跡保存管理計画
策定委員会を設立

Part２

[ 今、そして、未来]

修復には・・・。

理 解

修復には５年から
７年の歳月

Part３

　

被
害
規
模
が
大
き
く
、
修
復
に
は
５
年

か
ら
７
年
の
長
い
歳
月
が
か
か
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
修
復
に
は
現
段
階
で

の
概
算
で
、
15
億
円
か
ら
20
億
円
の
多
額

の
費
用
が
か
か
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
小
峰
城
跡
石
垣
再
生
の
た
め
、

国
の
補
助
金
を
得
な
が
ら
計
画
的
に
事
業

を
進
め
、
1
日
も
早
く
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
小
峰
城
に
集
え
る
日
が
来
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　白河市のシンボル小峰城跡。震災で
の被害は、東日本でも最大規模となり
ました。
　今月号では、「小峰城跡　石垣再生へ
の道」と題し、これから400年先の未
来に向かって、石垣再生の新たな一歩
を皆さんにお知らせします。

△本丸南面△本丸北面△搦手門跡

[ 今、そして、未来]

寄附金を募集!!

協 力

400年先の未来まで存
続させるために

Part４


